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二
〇
一
四
年
二
月
二
五
日
（
火
曜
）
午
後
二
時
か
ら
五
時
ま
で
、
東
京
文
化
財
研
究
所
セ
ミ
ナ

ー
室
に
お
い
て
ミ
ニ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
ー
ト
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
諸
相
」
を
開
催
し
た
。
近
年
、

国
内
で
開
催
さ
れ
る
戦
後
日
本
美
術
を
検
証
す
る
展
覧
会
に
お
い
て
は
、
作
品
制
作
の
所
以
を
知

る
た
め
に
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
、
書
簡
、
記
録
写
真
、
映
像
資
料
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
カ
イ
ヴ

を
用
い
た
展
示
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
の
行
為
自
体
を
表
現
と
す
る
作
家
や

グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
ア
ー
カ
イ
ヴ
が
そ
の
活
動
を
検
証
す
る
唯
一
の
手
掛
か
り
と
な
る
場
合

も
少
な
く
な
い
。
さ
ら
に
、
北
米
を
中
心
と
す
る
戦
後
日
本
美
術
へ
の
関
心
の
高
ま
り
に
よ
り
、

重
要
作
家
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
が
海
外
の
機
関
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
耳
に
す
る
。
今
回
の

企
画
は
、
国
内
に
お
い
て
も
そ
の
重
要
さ
は
認
識
さ
れ
て
い
る
な
か
で
、
文
化
財
研
究
機
関
、
美

術
館
、
ア
ー
カ
イ
ヴ
機
関
、
そ
の
他
の
団
体
な
ど
が
、
戦
後
日
本
美
術
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
、
こ
れ
か
ら
展
開
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
意
識
が
企
画
の
発
端
に

あ
っ
た
。

　

今
回
は
、
比
較
的
近
い
時
代
の
「
ア
ー
ト
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
第
一
部
と
し

て
、
ア
ー
カ
イ
ヴ
を
活
用
し
、
ま
た
そ
の
構
築
に
携
わ
っ
て
い
る
美
術
史
家
と
し
て
加
治
屋
健
司

氏
（
当
時
は
広
島
市
立
大
学
芸
術
学
部
准
教
授
、
現
在
は
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

准
教
授
）、
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
と
し
て
上
崎
千
氏
（
慶
應
義
塾
大
学
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
所
員
）、
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
と
し
て
橘
川
（
東
京
文
化
財
研
究
所
企
画
情
報
部
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
フ
ェ
ロ
ー
）
が
個

別
発
表
を
行
っ
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
ア
メ
リ
カ
や
日
本
の
個
別
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
を
紹
介
し
、

ま
た
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
ア
ー
カ
イ
ヴ
に
ま
つ
わ
る
思
考
、
方
法
論
な
ど
に
つ
い
て
、
確
認
し

つ
つ
、
第
二
部
に
お
い
て
は
、
ア
ー
ト
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
現
状
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
の
在
り
方
、

広
が
り
、
可
能
性
に
つ
い
て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

加
治
屋
氏
に
は
「
美
術
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
な
か
の
美
術
史
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
ア
メ
リ
カ
美

術
史
の
研
究
者
と
し
て
利
用
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
の
美
術
ア
ー
カ
イ
ヴ
（
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
協
会
の

ア
メ
リ
カ
美
術
ア
ー
カ
イ
ヴ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
ア
ー
カ
イ
ヴ
、
ゲ
ッ
テ
ィ
研
究
所
特
別
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
等
）
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
つ
つ
、
ア
メ
リ
カ
の
現
代
美
術
史
研
究
に
お
け
る
ア
ー
カ

イ
ヴ
資
料
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
代
表
を
務
め
る
日
本
美
術
オ
ー
ラ

ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
活
動
を
踏
ま
え
、
戦
後
日
本
美
術
研
究
に
お
い
て
必
要
と
さ

れ
る
美
術
ア
ー
カ
イ
ヴ
に
つ
い
て
、運
営
者
と
利
用
者
の
双
方
の
視
点
か
ら
お
示
し
い
た
だ
い
た
。

　

上
崎
氏
に
は
「
ア
ー
カ
イ
ヴ
と
前
衛　
�
�　
表
現
の
非
永
続
性
（ephem

erality

）
と
資
料
体
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
草
月
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
例
に
、
前
衛
芸
術
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
的
な
在
り

方
に
つ
い
て
ご
発
表
い
た
だ
い
た
。「
エ
フ
ェ
メ
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
資
料
群
が
、
作
品
そ
の
も
の

で
は
な
く
、
作
品
に
隣
接
し
て
存
在
す
る
ア
ー
カ
イ
ヴ
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
前
衛
芸
術
を
扱

う
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
設
計
・
構
築
プ
ロ
セ
ス
や
、
各
種
資
料
体
の
組
織
化
に
触
れ
つ
つ
、
ア
ー
カ

イ
ヴ
を
形
成
す
る
思
考
、
あ
る
い
は
ア
ー
カ
イ
ヴ
に
内
在
す
る
思
考
と
し
て
の
「
ア
ー
カ
イ
ヴ
的

思
考
」
に
つ
い
て
ご
発
表
い
た
だ
い
た
。

　

橘
川
は
「
画
家
中
村
宏
氏
作
成
ノ
ー
ト
に
残
さ
れ
た
記
録
と
資
料　
�
�　
東
京
芸
術
柱
展
、
観

光
芸
術
研
究
所
を
中
心
に
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
東
京
文
化
財
研
究
所
が
所
蔵
し
て
い
る
中
村

宏
氏
作
成
ノ
ー
ト
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
は
、
中
村
氏
が
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
使
用
し
た
と
思
わ

れ
る
、
前
衛
美
術
会
の
会
務
、
活
動
を
記
録
し
た
ノ
ー
ト
で
、
そ
こ
に
収
録
さ
れ
た
同
会
の
運
営

に
関
す
る
資
料
や
記
録
（
会
議
議
事
録
、
展
覧
会
出
品
規
定
、
展
示
風
景
写
真
な
ど
）、
観
光
芸
術
研

究
所
に
関
す
る
資
料
を
追
い
な
が
ら
、
研
究
資
源
と
し
て
の
意
義
の
一
端
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

　

こ
の
研
究
ノ
ー
ト
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
一
部
（
個
別
発
表
）
の
内
容
を
改
め
て
そ
れ
ぞ
れ
が

ま
と
め
、
第
二
部
（
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）
の
内
容
を
再
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
橘
川
英
規
）
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